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で ん し

みんなの「なんなーの？」を伝えるこども記者のための新聞（毎月１回発行）
つた き しゃ しん ぶん まい つき かい はっ こう

こども記者クラブのメンバーを募集しています。メンバーになると、特製記者バッジと名刺をプレゼント。「こども記者クラブ希望」と書いて、どしどし応募してくださいね。
き し ゃ ぼ しゅう とく せい き しゃ めい し き しゃ き ぼう か おう ぼ

問題 11月の別名は？

Ａ：長月 Ｂ：睦月 Ｃ：霜月

発行/
は っ こ う

連絡先
れ ん ら く さ き

みんなの家に毎朝届く信濃毎日新聞は、いつどこ
と ど

で、どんなふうに印刷されているか知っていま

すか？ 朝刊はみんながねむっている間に、工場の
ちょう か ん

大きな機械で、すごいスピードで印刷されています。

どうしたらカラーの新聞が、素早く、きれいにでき
す ば や

るのかな？ 10月15日からの「新聞週間」を前に、

８日付の朝刊を印刷する夜中の信毎塩尻製作センター
し お じ り せ い さ く

（塩尻市）を特別公開。こども記者たちが、印刷の

仕組みやすごさを取材しました。

しんぶんのしゃしんの色は、４つの色でで

きています。くろと、あおと、あかと、きい

ろをつかいます。色をつけるじゅんばんは、

くろ、あお、あか、きいろです。インキのす

くないじゅんにつけていくと、きれいな色に

なります。

きかいで、うまくいんさつできているか、

しらべたりもしていました。しんぶんのいろ

いろな色を４つの色でつくることが、

すごいとおもいました。

宮沢奏良記者 長野市１年
みやざわ そら

塩尻製作センターですごいなと感じたこ

とが３つあります。1つ目は、印刷の機械

です。下から黒、青、赤、黄の順番で、１

秒間に最高25部のカラー印刷ができます。

２つ目は、新聞を印刷する巻き取り紙が
ま

「立体紙庫」というところに保管されてい
ほ か ん

ます。ここは梅雨などにそなえて１年中温
つ ゆ

度、しつ度をちょうどよく保っているそう
た も

です。

３つ目は、大震災の時もできる限り新聞
だ い し ん さ い か ぎ

を発行するということです。震災が起きて

後かたづけも大変なのに新聞を発

行するのはすごいと思いました。

児玉佳月記者 飯山市５年
こだま かづき

しんぶん工場の見学に行きました。しん

ぶん工場ではおどろくことがたくさんあり

ました。新聞のもとになるまきとり紙がお

いてあって、そうこには20日分の紙がお

いてありました。見学したしおじりの工場

では、20万部のちょうかんをいんさつし

ていました（長野の工場では28万部をい

んさつしています）。

たくさんいんさつするのに、はたらいて

いる人は15人しかいなくてびっくりしま

した。おそい時間の見がくでねむ

かったけど、たのしかったです。

三沢陵太記者 安曇野市２年
みさわ りょうた

塩尻製作センターにある４Ｈi（フォーハ

イ）輪転機は、１色刷りの輪転機をた

てに４つ積み上げた構造。下から黒、青、赤、
こ う ぞ う

黄の順番に印刷します。１つで裏表８ページ
う らおもて

をカラーで印刷でき、それが５台で１セット

になっていて、最大40ページの新聞を印刷で

きます。
当日印刷された「信毎こども新聞」の色見本


